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東
京
鶴
丸
会
会
員
の
み
な
さ
ま
、
お
元
気
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？　
今
年
も
会
報
『
は

ろ
ば
ろ
と
』
を
お
届
け
す
る
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
総
会
懇
親
会
が
第
50
回
と
い
う
節

目
の
年
で
す
。

半
世
紀
前
、
故
郷
か
ら
上
京
さ
れ
て
間
も

な
い
鶴
丸
高
校
の
先
輩
方
が
、
一
中
、
一
高
女
、

夜
間
課
程
の
先
輩
方
と
も
連
携
さ
れ
て
創
設
さ

れ
た
東
京
鶴
丸
会
。
東
京
地
区
で
の
同
窓
会
活

動
や
総
会
・
懇
親
会
が
、
そ
の
後
に
運
営
を
担

わ
れ
た
様
々
な
方
々
の
お
力
の
結
集
と
い
う
形

で
、
今
年
第
50
回
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
節
目
に

理
事
の
一
員
と
し
て
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
る
い
っ
ぽ
う
、

と
て
も
大
き
な
緊
張
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

過
去
の
様
々
な
資
料
を
紐
解
く
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
順
風
満
帆
に
年
月
を
重
ね
た
と
は
言

祝 

第
50
回
総
会・懇
親
会
開
催

東
京
鶴
丸
会
会
長

　
榎
田 

卓
央
（
32
回
卒
）

東
京
鶴
丸
会最近

の
主
な
活
動

１
月 ▽

世
話
人
会
開
催

（
幹
事
学
年
36
回
卒
）

▼

4
月 ▽

新
人
歓
迎
会
開
催

▽
会
報
第
18
号
発
行

▼

5
月 ▽

第
18
回
渋
谷・鹿
児
島
お
は
ら

祭
〜
東
京
鶴
丸
連
が
出
場

▼

6
月 ▽

第
49
回
総
会
・
懇
親
会
開
催

▼

7
月 ▽

第
12
回
Ｇ
Ｏ
鶴
セ
ミ
ナ
ー
開
催

▼

10
月 ▽

第
7
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

▼

11
月 ▽

鶴
ナ
ビ
２
０
１
５
開
催

▼

12
月 ▽

第
1
回
世
話
人
会
開
催

（
幹
事
学
年
37
回
卒
）

▼

4
月 ▽

会
報
第
19
号（
本
誌
）発
行

20152016

２
０
１
５
年
度
の「
第
12
回
Ｇ
Ｏ

鶴
セ
ミ
ナ
ー
」（
先
輩
に
学
ぶ
職
場

訪
問
）
が
7
月
16
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
44
の
企
業
・
団

体
等
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

生
徒
達
が
自
分
の
将
来
や
残
り

の
高
校
生
活
を
考
え
る
良
い
き
っ

か
け
と
な
っ
て
お
り
、
東
京
鶴
丸

会
の
行
事
の
中
で
最
も
鶴
丸
高
校

へ
貢
献
で
き
て
い
る
も
の
の
一
つ

で
あ
る
Ｇ
Ｏ
鶴
セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
、

今
回
も
、

○
修
学
旅
行
の
中
で
最
も
密
度
の

濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。

○
将
来
の
可
能
性
を
大
き
く
し
て

い
け
る
よ
う
、
貴
重
な
高
校
生

活
を
送
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

○
今
回
の
訪
問
で
、
漠
然
と
し
て

い
た
進
路
や
将
来
の
事
が
身
近

で
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。

等
の
感
想
が
生
徒
達
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
の
Ｇ
Ｏ
鶴
セ

ミ
ナ
ー
は
7
月
14
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
後
輩
達
の
た
め
に

で
き
る
だ
け
多
く
の
、
多
様
な

訪
問
先
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
度
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
企

業
・
団
体
等
の
み
な
さ
ま
に
は
、
時
期
が
参
り

ま
し
た
ら
東
京
鶴
丸
会
か
ら
お
声
か
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
新
た
に
訪
問
先
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
場
合
は
、「
東
京
鶴
丸
会
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト　
は
ろ
ば
ろ
と
」
内
に
ご
ざ
い
ま
す

「
事
務
局
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
」
か
ら
お
申
し

出
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
甚
で
す
。

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

え
な
い
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
幾

星
霜
で
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
年
も
、
先
輩
方
が
様
々

な
ご
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
輝
か
し
い
歴

史
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
足
跡
が
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
そ
こ

に
次
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
！　
を
理
事

会
活
動
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
多
く
の
先
輩

方
に
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
会

と
し
て
は
、
今
後
も
東
京
鶴
丸
会
を
後
輩
達
が

し
っ
か
り
と
引
き
継
げ
る
よ
う
な
環
境
作
り
を

第
一
義
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

GO鶴セミナー 44事業所で生徒受け入れ

2015 年度　受入事業所　（五十音順）
 1 あさひ法律事務所
 2 イーピーエス株式会社
 3 医療法人社団日心会総合病院一心病院
 4 株式会社　エックスネット
 5 NTT コムウェア株式会社
 6 株式会社ＮＵＣ
 7 株式会社OKI プロサーブ
 8 キヤノン株式会社
 9 共同通信社
 10 有限会社空想科学研究所　
 11 株式会社クロスコンパス
 12 厚生労働省
 13 國學院大學経済学部
 14 株式会社コスモスイニシア
 15 五洋建設株式会社
 16 清水建設株式会社
 17 順天堂大学医学部
 18 公益社団法人消費者関連専門家会議
 19 新日鐵住金株式会社
 20 宗村法律事務所
 21 中外製薬株式会社
 22 帝京大学医学部付属病院 

 23 株式会社電通
 24 東京エレクトロン株式会社
 25 東京学芸大学
 26 東洋エンジニアリング株式会社
 27 東レ・ダウコーニング株式会社
 28 長島・大野・常松法律事務所　
 29 株式会社日建設計
 30 日本アイ ･ビー ･エム株式会社
 31 一般財団法人日本海事協会
 32 一般財団法人日本規格協会
 33 日本銀行
 34 日本航空株式会社
 35 農林中央金庫
 36 一橋大学
 37 富士通フロンテック株式会社　
 38 株式会社ベネッセコーポレーション
 39 株式会社翻訳センター
 40 名古屋銀行協会（三菱東京UFJ 銀行）
 41 明治大学理工学部物理学科
 42 森・濱田松本法律事務所
 43 柳田 稔（参議院議員）
 44 税理士法人　山田＆パートナーズ／山田
コンサルティンググループ株式会社
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卒
業
人
数

（
人
）

案
内
状
発
送
者
数
／
総
会
･懇
親
会
参
加
者
／
年
会
費
支
払
者
数

（
人
）

学年、卒回 (2015年度）

案内状発送者数
総会･懇親会参加者数
年会費支払者数
卒業人数

東
京
鶴
丸
会
の
将
来
へ
向
け
た
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

〜
年
会
費
増
額
の
お
願
い
〜

東
京
鶴
丸
会
は
、総
会・懇
親
会
、鶴
ナ
ビ（
就

職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
）、新
人
歓
迎
会
、渋
谷・

鹿
児
島
お
は
ら
祭
り
な
ど
関
東
地
区
の
同
窓
生

相
互
の
交
流
・
親
睦
は
も
と
よ
り
、
近
年
で
は

Ｇ
Ｏ
鶴
セ
ミ
ナ
ー
（
現
役
鶴
丸
高
校
生
の
た
め

の
先
輩
に
学
ぶ
職
場
訪
問
）
を
開
催
し
、
鶴
丸

高
校
の
教
育
活
動
へ
の
直
接
的
な
支
援
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
多
く
の
東
京
鶴
丸

会
会
員
や
鶴
丸
高
校
関
係
者
の
方
々
か
ら
高
い

ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
活

動
は
安
定
的
に
継
続
す
る
方
針
で
す
。

い
っ
ぽ
う
、
こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
東

京
鶴
丸
会
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
年
会
費
収

入
（
本
部
会
計
に
充
当
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
運
営
は
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
恒
常
的
に
年
会
費

収
入
（
本
部
会
計
収
入
）
と
東
京
鶴
丸
会
の
運

営
や
活
動
の
た
め
の
支
出
（
本
部
会
計
支
出
）

が
不
釣
り
合
い
（
収
入
不
足
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
収
入
不
足
は
幹
事
学
年
会
計
と
呼
ば
れ
る

懇
親
会
の
運
営
費
か
ら
の
捻
出
（
広
告
・
寄
付

な
ど
も
募
集
し
て
収
入
を
獲
得
）
で
補
て
ん
す

る
と
い
う
不
安
定
な
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
健
全
化
が
急
務
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
数
世
代
の
理
事
会
で
も
継
続
的

な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
協
議
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
幹
事
学
年
の
多
大
な
負
担
に
よ
っ
て
顕

在
化
す
る
こ
と
を
抑
制
（
先
送
り
）
し
て
き
た

の
が
現
状
で
す
。

現
理
事
会
で
は
、
東
京
鶴
丸
会
を
今
後
も
安

■
東
京
鶴
丸
会
会
員
の
現
状

２
０
１
５
年
4
月
現
在
、
名
簿
登
録
会
員

数
は
６
５
４
８
名
、
第
49
回
総
会
・
懇
親
会
の

案
内
状
発
送
者
数
は
５
１
５
１
名
で
し
た
。
図

1
に
示
す
よ
う
に
36
回
卒
ま
で
は
各
学
年
約

１
０
０
名
程
度
へ
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
37
回

卒
以
降
へ
の
発
送
数
は
そ
れ
ま
で
の
半
数
以
下

と
極
端
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
54
回
卒
か
ら
は

徐
々
に
会
員
数
は
回
復
し
て
は
い
ま
す
が
、
卒

業
生
数
も
東
京
地
区
進
学
者
数
も
少
子
化
の
影

響
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
会
員
増
加
は

期
待
で
き
な
い
状
況
で
す
。

■
年
会
費
の
現
状

図
2
に
示
す
よ
う
に
、
数
年
前
ま
で
は
年
会

費
収
入
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
年
会

費
複
数
年
払
い
（
前
受
金
）
の
増
収
効
果
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
複
数
年
払
い
を
中
止
し

た
第
48
回
総
会
・
懇
親
会
以
降
は
実
質
年
会
費

支
払
い
者
数
は
約
１
２
０
０
名
（
発
送
の
23
％

程
度
）、
つ
ま
り
本
部
会
計
収
入
は
年
間
約

１
２
０
万
円
で
頭
打
ち
で
す
。
何
ら
か
の
対
策

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
収
入
の
減
少
傾
向
は
続
く

見
込
み
で
す
。

■
本
部
会
計
の
現
状

現
在
の
本
部
会
計
は
年
間
約
１
８
０
万
円

の
予
算
で
運
営
し
て
お
り
、
実
質
毎
年
60
万
円

で
開
催
さ
れ
る
関
東
で
の
総
会
・
懇
親
会
と
し

て
は
東
京
鶴
丸
会
は
最
大
規
模
で
す
。
同
規
模

の
他
校
の
年
会
費
＋
総
会
・
懇
親
会
費
合
計
は

1
万
〜
1
万
2
千
円
が
相
場
の
よ
う
で
す
。

程
度
の
赤
字
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
幹

事
学
年
会
計
（
幹
事
学
年
に
と
っ
て
負
担
の
大

き
い
懇
親
会
関
連
広
告
・
寄
付
の
募
集
等
）
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
補
て
ん
し
て
い
る
状
況
で
す
。

消
費
税
や
物
価
の
上
昇
で
年
々
厳
し
く
な
る
懇

親
会
運
営
益
に
依
存
す
る
構
造
を
脱
却
し
て
、

本
部
会
計
単
独
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
他
高
校
の
現
況
調
査
結
果

表
１
に
示
す
よ
う
に
、
卒
業
生
の
み
参
加

定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
東
京
鶴
丸
会

を
取
り
巻
く
環
境
を
見
据
え
て
議
論
・
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
の
幹
事
学
年
の
世
代
は
、
会
員
数
が
極

端
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
後
の
世
代
の

幹
事
学
年
に
過
大
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

後
述
の
改
善
対
策
の
通
り
、
支
出
の
見
直
し
を

図
る
と
と
も
に
、
収
入
面
で
も
年
会
費
支
払
会

員
増
加
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
も
、
本
年
か
ら

年
会
費
を
５
０
０
円
増
額
さ
せ
て
い
た
だ
か
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

今
回
、
年
会
費
を
増
額
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
今
後
、
本
部
会
計
の
収
支
が
安
定
い

た
し
ま
し
た
ら
減
額
も
検
討
い
た
し
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
収
支
安
定
化
の
た
め
に
は
年

会
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
る
会
員
の
数
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
会
員

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

東
京
鶴
丸
会
を
取
り
巻
く
環
境

改
善
対
策

－
支
出
の
見
直
し

▼
総
会
案
内
状
の
印
刷
・
送
付
費
用
の
削

減
（
一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
化
、
住
所
不
明
者
・

案
内
状
再
送
等
の
最
小
化
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
の
見
直
し

▼
入
金
方
法
の
拡
大
（
銀
行
振
込
・
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
可
）
に
伴
う
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
払
込
取
扱
手
数
料
の
抑
制

＋
収
入
の
見
直
し

▼
年
会
費
を
１
０
０
０
円
か
ら
１
５
０
０

円
に
値
上
げ
（
第
50
回
総
会
・
懇
親
会

か
ら
）

▼
寄
付
金
を
通
年
で
受
付
（
専
用
口
座
を

開
設
）

▼
年
会
費
支
払
い
会
員
を
増
や
す
（
そ
の

た
め
の
活
動
推
進
・
各
種
広
報
、
世
話

人
に
よ
る
同
卒
回
生
へ
の
積
極
的
働
き

か
け
）

※ 

た
だ
し
、
年
会
費
支
払
い
会
員
増
員
な
ど
各
種
対
策
が
効
果
を
上
げ
、
本
部
会
計
の
安

定
化
が
実
現
で
き
た
ら
年
会
費
の
減
額
を
検
討
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
、
今

後
の
人
生
を
考
え
る
『
就
職
活
動
』。

特
に
こ
こ
数
年
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
な

ど
も
あ
り
、
大
き
な
不
安
と
と
も
に
活
動
し
て

い
る
大
学
生
、
大
学
院
生
の
み
な
さ
ん
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

東
京
鶴
丸
会
で
は
、
そ
ん
な
方
々
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
各
界
で
活
躍
す
る
鶴
丸

の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
協
力
の
下
、
就
職
活
動
中

の
方
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
『
鶴
ナ
ビ
』
を

２
０
０
９
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

鶴
丸
38
回
卒
で
、
就
職
対
策
の
専
門
学
校
で

講
師
を
務
め
て
い
た
角
倉
裕
之
さ
ん
の
講
義
や
、

企
業
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
諸
氏

が
業
界
別
に
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
学
生
と
話

を
す
る
懇
談
会
な
ど
、
就
職
活
動
を
す
る
学
生

に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

８
回
目
を
迎
え
た
昨
年
は
、11
月
21
日
（
土
）

に
開
催
。
21
名
の
学
生
と
ほ
ぼ
同
数
の
社
会
人

も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
コ
メ

ン
ト
を
拾
っ
て
み
る
と
、
角
倉
さ
ん
の
講
義
に

対
し
て
は
、「
今
ま
で
就
活
の
ス
キ
ル
に
触
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
の
自
分
に
必
要

な
も
の
が
分
か
っ
た
。」
な
ど
、
最
新
の
就
職

活
動
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
が
具
体
的
に

役
に
た
つ
、
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
の
希
望
職
種
も
考
慮
し
て
先
輩

方
と
語
り
合
う
懇
談
会
は
、「
社
会
人
の
方
と

話
す
こ
と
が
め
っ
た
に
な
い
の
で
緊
張
し
た
が
、

知
ら
な
い
世
界
を
知
れ
た
。」
と
か
「
と
て
も

親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
り
、
普
通
の
セ
ミ
ナ
ー

と
は
全
く
違
う
雰
囲
気
で
し
た
。」
な
ど
、
先

輩
と
後
輩
が
語
り
合
う
《
鶴
丸
愛
》
が
溢
れ
る

場
を
感
じ
た
コ
メ
ン
ト
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

総
評
と
し
て
は
、「
高
校
の
先
輩
に
こ
れ
だ

け
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

心
強
い
で
す
。」「
自
分
の
内
面
を
見
返
す
こ
と

や
就
職
活
動
に
つ
い
て
大
切
な
話
を
聞
け
た
と

思
い
ま
す
。」
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
、
好

評
で
し
た
。

鶴
ナ
ビ
は
、
過
去
学
生
と
し
て
参
加
し
た

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
、
今
度
は
社
会
人
と
し
て
協
力
、

参
加
し
て
い
ま
す
。
都
市
銀
行
に
就
職
し
た
方

か
ら
は
、「
自
分
の
就
活
の
ス
タ
ー
ト
が
こ
の

鶴
ナ
ビ
で
、
そ
の
時
に
聞
い
た
話
、
親
切
に
し

て
く
れ
た
先
輩
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
だ

か
ら
今
度
は
自
分
が
鶴
丸
の
後
輩
に
同
じ
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
た
い
。」
と
い
う
言

葉
を
貰
い
ま
し
た
。

９
回
目
と
な
る
２
０
１
６
年
も
、
秋
（
10
〜

11
月
頃
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
東
京
鶴
丸
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
６
月
の

総
会
前
後
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
６

月
４
日
（
土
）
の
東
京
鶴
丸
会
総
会
・
懇
親
会

の
会
場
で
も
、
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
や
参
加
の

申
し
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。

次
回
も
、
学
生
、
そ
し
て
社
会
人
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

就
職
活
動
を
開
始
す
る
大
学
生
、
大
学
院
生
の
み
な
さ
ん
へ

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

『
鶴
ナ
ビ
２
０
１
６
』
を
今
秋
も
開
催
し
ま
す
！

渋谷・鹿児島おはら祭
東京鶴丸連は、毎年５月中旬、渋谷道玄坂・文化村通りで開催

される「渋谷・鹿児島おはら祭」に、第１回から連続出場してま
いりました。
2010年はグランプリ、2013年には県知事賞を受賞！
第 18回の昨年は、過去最大 64名の踊り手＋ 12名のサポー

ターで参加。沿道からの温かい声援や激励の中、校章のシンボル
でもある鶴がデザインされたお揃いの法被をまとい、まるで空を
翔る鶴のように爽快に舞い踊りました。
今年も、2016年6月12日（日）開催の第19回「渋谷・鹿
児島おはら祭」に参加しますので、引き続き、みなさまのご支
援とたくさんの方々のご参加をお待ちしております！

※サミット開催による警備強化のため開催日が変更になりました。
【お問合わせ】

tkytsurumaruren.ope@gmail.com

東京鶴丸会ゴルフコンペについて
昨年度（第７回）のゴルフ大会は 10月 24日（土）、千葉県茂原

市の真名カントリークラブ　真名コースにて開催され、男女合わ
せて 32名の方に参加いただきました。恒例となった前夜祭にも
14名の参加をいただきました。
優勝は田中正樹さん（30回卒）、準優勝は上宮田健さん（27

回卒）、第３位は木村吉辰さん（27回卒）でした。
今年度（第８回）も前回と同じコースで開催いたします。奮って

ご参加ください。初心者でもお気軽にどうぞ。

開催日： 2016年 7月 2日（土）
会場： 真名カントリークラブ　真名コース
募集： 10組（40名）　同一組指定も可
申込一次締切： 5月 29日（日）
その他： 前日ラウンド＆前夜祭も企画します

【お申込・お問合わせ】
tokyo.tsurumaru.golf@gmail.com
担当：有薗豊、浜田良和（32回卒）西園裕一（33回卒）

yt op gm

銀行振込での入金受付を始めます
～インターネット・バンキングのご利用も可能です！～

■振込先
銀行名： ゆうちょ銀行（金融機関コード：9900） 
店名： 〇一九 店（ゼロイチキユウ店）～店番：019～
預金種目： 当座 
口座番号： 0584893
口座名義人： トウキョウツルマルカイ

■振込時のお願い事項
封筒宛名や同封の払込取扱票の QRコードの下に印字さ
れている5桁（#####）の番号を依頼人名の前に入力し
てください。

【入力例】　#####ツルマル ハナコ
※振込手数料が発生する場合は各自の負担とさせていただきます。
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会
費
納
入
会
員
数
（
人
）

本
部
会
計
収
支
（
円
）

本部収支（特別収支除去）
会費納入会員人数

図 2

当日 前払い
鹿児島県立鶴丸高校 600 TKPガーデンシティ品川 7,000 7,000 1,000
鹿児島県立甲南高校 - 東天紅上野本店 9,000 8,000 0

熊本県立熊本高校 700
（家族同伴可） ホテルグランドパレス 10,000 9,000 0

熊本県立済々黌高校 1,000
（家族同伴可） TKPガーデンシティ品川 11,000 10,000 0

福岡県立修猷館高校 600 ホテルオークラ東京別館アスコットホール 8,000 8,000 3,000
福岡県立小倉高校 327 東京プリンスホテル『鳳凰の間』 8,000 8,000 2,000
福井県立藤島高校 233 東海大学校友会館（霞が関ビル） 5,000 5,000 2,000
大阪府立北野高校 220 学士会館 5,400 5,400 1,100

愛知県立旭丘高校 550 ホテルニューオータニ　鳳凰の間
（総会は３年ごと） 10,000 10,000 2,000

東京都立日比谷高校 - 星陵会館（母校敷地内） 1,000 1,000 2,000

東京地区同窓会「総会・懇親会」他高校の状況

高校名 2015年
推定参加人数 2015年会場

2015年総会･懇親会費
（中心年齢層） 年会費

表１

年会費の複数年払いは 2014年に終了しております。
入金済みの方は同封の払込取扱票に入金済みであることを印字でお知らせしておりますので、ご確認をお願いいたします。

※各高校同窓会ホームページ等掲載情報に基づく。
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卒
業
人
数

（
人
）

案
内
状
発
送
者
数
／
総
会
･懇
親
会
参
加
者
／
年
会
費
支
払
者
数

（
人
）

学年、卒回 (2015年度）

案内状発送者数
総会･懇親会参加者数
年会費支払者数
卒業人数

東
京
鶴
丸
会
の
将
来
へ
向
け
た
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

〜
年
会
費
増
額
の
お
願
い
〜

東
京
鶴
丸
会
は
、総
会・懇
親
会
、鶴
ナ
ビ（
就

職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
）、新
人
歓
迎
会
、渋
谷・

鹿
児
島
お
は
ら
祭
り
な
ど
関
東
地
区
の
同
窓
生

相
互
の
交
流
・
親
睦
は
も
と
よ
り
、
近
年
で
は

Ｇ
Ｏ
鶴
セ
ミ
ナ
ー
（
現
役
鶴
丸
高
校
生
の
た
め

の
先
輩
に
学
ぶ
職
場
訪
問
）
を
開
催
し
、
鶴
丸

高
校
の
教
育
活
動
へ
の
直
接
的
な
支
援
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
多
く
の
東
京
鶴
丸

会
会
員
や
鶴
丸
高
校
関
係
者
の
方
々
か
ら
高
い

ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
活

動
は
安
定
的
に
継
続
す
る
方
針
で
す
。

い
っ
ぽ
う
、
こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
東

京
鶴
丸
会
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
年
会
費
収

入
（
本
部
会
計
に
充
当
）
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
運
営
は
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
恒
常
的
に
年
会
費

収
入
（
本
部
会
計
収
入
）
と
東
京
鶴
丸
会
の
運

営
や
活
動
の
た
め
の
支
出
（
本
部
会
計
支
出
）

が
不
釣
り
合
い
（
収
入
不
足
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
収
入
不
足
は
幹
事
学
年
会
計
と
呼
ば
れ
る

懇
親
会
の
運
営
費
か
ら
の
捻
出
（
広
告
・
寄
付

な
ど
も
募
集
し
て
収
入
を
獲
得
）
で
補
て
ん
す

る
と
い
う
不
安
定
な
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
健
全
化
が
急
務
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
数
世
代
の
理
事
会
で
も
継
続
的

な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
協
議
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
幹
事
学
年
の
多
大
な
負
担
に
よ
っ
て
顕

在
化
す
る
こ
と
を
抑
制
（
先
送
り
）
し
て
き
た

の
が
現
状
で
す
。

現
理
事
会
で
は
、
東
京
鶴
丸
会
を
今
後
も
安

■
東
京
鶴
丸
会
会
員
の
現
状

２
０
１
５
年
4
月
現
在
、
名
簿
登
録
会
員

数
は
６
５
４
８
名
、
第
49
回
総
会
・
懇
親
会
の

案
内
状
発
送
者
数
は
５
１
５
１
名
で
し
た
。
図

1
に
示
す
よ
う
に
36
回
卒
ま
で
は
各
学
年
約

１
０
０
名
程
度
へ
発
送
し
て
い
ま
す
が
、
37
回

卒
以
降
へ
の
発
送
数
は
そ
れ
ま
で
の
半
数
以
下

と
極
端
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
54
回
卒
か
ら
は

徐
々
に
会
員
数
は
回
復
し
て
は
い
ま
す
が
、
卒

業
生
数
も
東
京
地
区
進
学
者
数
も
少
子
化
の
影

響
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
会
員
増
加
は

期
待
で
き
な
い
状
況
で
す
。

■
年
会
費
の
現
状

図
2
に
示
す
よ
う
に
、
数
年
前
ま
で
は
年
会

費
収
入
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
年
会

費
複
数
年
払
い
（
前
受
金
）
の
増
収
効
果
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
複
数
年
払
い
を
中
止
し

た
第
48
回
総
会
・
懇
親
会
以
降
は
実
質
年
会
費

支
払
い
者
数
は
約
１
２
０
０
名
（
発
送
の
23
％

程
度
）、
つ
ま
り
本
部
会
計
収
入
は
年
間
約

１
２
０
万
円
で
頭
打
ち
で
す
。
何
ら
か
の
対
策

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
収
入
の
減
少
傾
向
は
続
く

見
込
み
で
す
。

■
本
部
会
計
の
現
状

現
在
の
本
部
会
計
は
年
間
約
１
８
０
万
円

の
予
算
で
運
営
し
て
お
り
、
実
質
毎
年
60
万
円

で
開
催
さ
れ
る
関
東
で
の
総
会
・
懇
親
会
と
し

て
は
東
京
鶴
丸
会
は
最
大
規
模
で
す
。
同
規
模

の
他
校
の
年
会
費
＋
総
会
・
懇
親
会
費
合
計
は

1
万
〜
1
万
2
千
円
が
相
場
の
よ
う
で
す
。

程
度
の
赤
字
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
幹

事
学
年
会
計
（
幹
事
学
年
に
と
っ
て
負
担
の
大

き
い
懇
親
会
関
連
広
告
・
寄
付
の
募
集
等
）
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
補
て
ん
し
て
い
る
状
況
で
す
。

消
費
税
や
物
価
の
上
昇
で
年
々
厳
し
く
な
る
懇

親
会
運
営
益
に
依
存
す
る
構
造
を
脱
却
し
て
、

本
部
会
計
単
独
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
他
高
校
の
現
況
調
査
結
果

表
１
に
示
す
よ
う
に
、
卒
業
生
の
み
参
加

定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
東
京
鶴
丸
会

を
取
り
巻
く
環
境
を
見
据
え
て
議
論
・
検
討
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
の
幹
事
学
年
の
世
代
は
、
会
員
数
が
極

端
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
後
の
世
代
の

幹
事
学
年
に
過
大
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

後
述
の
改
善
対
策
の
通
り
、
支
出
の
見
直
し
を

図
る
と
と
も
に
、
収
入
面
で
も
年
会
費
支
払
会

員
増
加
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
も
、
本
年
か
ら

年
会
費
を
５
０
０
円
増
額
さ
せ
て
い
た
だ
か
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

今
回
、
年
会
費
を
増
額
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
今
後
、
本
部
会
計
の
収
支
が
安
定
い

た
し
ま
し
た
ら
減
額
も
検
討
い
た
し
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
収
支
安
定
化
の
た
め
に
は
年

会
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
る
会
員
の
数
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
会
員

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

東
京
鶴
丸
会
を
取
り
巻
く
環
境

改
善
対
策

－
支
出
の
見
直
し

▼
総
会
案
内
状
の
印
刷
・
送
付
費
用
の
削

減
（
一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
化
、
住
所
不
明
者
・

案
内
状
再
送
等
の
最
小
化
）

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
の
見
直
し

▼
入
金
方
法
の
拡
大
（
銀
行
振
込
・
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
可
）
に
伴
う
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
払
込
取
扱
手
数
料
の
抑
制

＋
収
入
の
見
直
し

▼
年
会
費
を
１
０
０
０
円
か
ら
１
５
０
０

円
に
値
上
げ
（
第
50
回
総
会
・
懇
親
会

か
ら
）

▼
寄
付
金
を
通
年
で
受
付
（
専
用
口
座
を

開
設
）

▼
年
会
費
支
払
い
会
員
を
増
や
す
（
そ
の

た
め
の
活
動
推
進
・
各
種
広
報
、
世
話

人
に
よ
る
同
卒
回
生
へ
の
積
極
的
働
き

か
け
）

※ 

た
だ
し
、
年
会
費
支
払
い
会
員
増
員
な
ど
各
種
対
策
が
効
果
を
上
げ
、
本
部
会
計
の
安

定
化
が
実
現
で
き
た
ら
年
会
費
の
減
額
を
検
討
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
、
今

後
の
人
生
を
考
え
る
『
就
職
活
動
』。

特
に
こ
こ
数
年
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
な

ど
も
あ
り
、
大
き
な
不
安
と
と
も
に
活
動
し
て

い
る
大
学
生
、
大
学
院
生
の
み
な
さ
ん
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

東
京
鶴
丸
会
で
は
、
そ
ん
な
方
々
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
各
界
で
活
躍
す
る
鶴
丸

の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
協
力
の
下
、
就
職
活
動
中

の
方
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
『
鶴
ナ
ビ
』
を

２
０
０
９
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

鶴
丸
38
回
卒
で
、
就
職
対
策
の
専
門
学
校
で

講
師
を
務
め
て
い
た
角
倉
裕
之
さ
ん
の
講
義
や
、

企
業
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
諸
氏

が
業
界
別
に
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
学
生
と
話

を
す
る
懇
談
会
な
ど
、
就
職
活
動
を
す
る
学
生

に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

８
回
目
を
迎
え
た
昨
年
は
、11
月
21
日
（
土
）

に
開
催
。
21
名
の
学
生
と
ほ
ぼ
同
数
の
社
会
人

も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
コ
メ

ン
ト
を
拾
っ
て
み
る
と
、
角
倉
さ
ん
の
講
義
に

対
し
て
は
、「
今
ま
で
就
活
の
ス
キ
ル
に
触
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
今
の
自
分
に
必
要

な
も
の
が
分
か
っ
た
。」
な
ど
、
最
新
の
就
職

活
動
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
が
具
体
的
に

役
に
た
つ
、
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
の
希
望
職
種
も
考
慮
し
て
先
輩

方
と
語
り
合
う
懇
談
会
は
、「
社
会
人
の
方
と

話
す
こ
と
が
め
っ
た
に
な
い
の
で
緊
張
し
た
が
、

知
ら
な
い
世
界
を
知
れ
た
。」
と
か
「
と
て
も

親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
り
、
普
通
の
セ
ミ
ナ
ー

と
は
全
く
違
う
雰
囲
気
で
し
た
。」
な
ど
、
先

輩
と
後
輩
が
語
り
合
う
《
鶴
丸
愛
》
が
溢
れ
る

場
を
感
じ
た
コ
メ
ン
ト
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

総
評
と
し
て
は
、「
高
校
の
先
輩
に
こ
れ
だ

け
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

心
強
い
で
す
。」「
自
分
の
内
面
を
見
返
す
こ
と

や
就
職
活
動
に
つ
い
て
大
切
な
話
を
聞
け
た
と

思
い
ま
す
。」
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
、
好

評
で
し
た
。

鶴
ナ
ビ
は
、
過
去
学
生
と
し
て
参
加
し
た

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
、
今
度
は
社
会
人
と
し
て
協
力
、

参
加
し
て
い
ま
す
。
都
市
銀
行
に
就
職
し
た
方

か
ら
は
、「
自
分
の
就
活
の
ス
タ
ー
ト
が
こ
の

鶴
ナ
ビ
で
、
そ
の
時
に
聞
い
た
話
、
親
切
に
し

て
く
れ
た
先
輩
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。
だ

か
ら
今
度
は
自
分
が
鶴
丸
の
後
輩
に
同
じ
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
た
い
。」
と
い
う
言

葉
を
貰
い
ま
し
た
。

９
回
目
と
な
る
２
０
１
６
年
も
、
秋
（
10
〜

11
月
頃
）
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
東
京
鶴
丸
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
６
月
の

総
会
前
後
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
６

月
４
日
（
土
）
の
東
京
鶴
丸
会
総
会
・
懇
親
会

の
会
場
で
も
、
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
や
参
加
の

申
し
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。

次
回
も
、
学
生
、
そ
し
て
社
会
人
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

就
職
活
動
を
開
始
す
る
大
学
生
、
大
学
院
生
の
み
な
さ
ん
へ

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

『
鶴
ナ
ビ
２
０
１
６
』
を
今
秋
も
開
催
し
ま
す
！

渋谷・鹿児島おはら祭
東京鶴丸連は、毎年５月中旬、渋谷道玄坂・文化村通りで開催

される「渋谷・鹿児島おはら祭」に、第１回から連続出場してま
いりました。
2010年はグランプリ、2013年には県知事賞を受賞！
第 18回の昨年は、過去最大 64名の踊り手＋ 12名のサポー

ターで参加。沿道からの温かい声援や激励の中、校章のシンボル
でもある鶴がデザインされたお揃いの法被をまとい、まるで空を
翔る鶴のように爽快に舞い踊りました。
今年も、2016年6月12日（日）開催の第19回「渋谷・鹿
児島おはら祭」に参加しますので、引き続き、みなさまのご支
援とたくさんの方々のご参加をお待ちしております！

※サミット開催による警備強化のため開催日が変更になりました。
【お問合わせ】

tkytsurumaruren.ope@gmail.com

東京鶴丸会ゴルフコンペについて
昨年度（第７回）のゴルフ大会は 10月 24日（土）、千葉県茂原

市の真名カントリークラブ　真名コースにて開催され、男女合わ
せて 32名の方に参加いただきました。恒例となった前夜祭にも
14名の参加をいただきました。
優勝は田中正樹さん（30回卒）、準優勝は上宮田健さん（27

回卒）、第３位は木村吉辰さん（27回卒）でした。
今年度（第８回）も前回と同じコースで開催いたします。奮って

ご参加ください。初心者でもお気軽にどうぞ。

開催日： 2016年 7月 2日（土）
会場： 真名カントリークラブ　真名コース
募集： 10組（40名）　同一組指定も可
申込一次締切： 5月 29日（日）
その他： 前日ラウンド＆前夜祭も企画します

【お申込・お問合わせ】
tokyo.tsurumaru.golf@gmail.com
担当：有薗豊、浜田良和（32回卒）西園裕一（33回卒）

yt op gm

銀行振込での入金受付を始めます
～インターネット・バンキングのご利用も可能です！～

■振込先
銀行名： ゆうちょ銀行（金融機関コード：9900） 
店名： 〇一九 店（ゼロイチキユウ店）～店番：019～
預金種目： 当座 
口座番号： 0584893
口座名義人： トウキョウツルマルカイ

■振込時のお願い事項
封筒宛名や同封の払込取扱票の QRコードの下に印字さ
れている5桁（#####）の番号を依頼人名の前に入力し
てください。

【入力例】　#####ツルマル ハナコ
※振込手数料が発生する場合は各自の負担とさせていただきます。
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本
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会
計
収
支
（
円
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本部収支（特別収支除去）
会費納入会員人数

図 2

当日 前払い
鹿児島県立鶴丸高校 600 TKPガーデンシティ品川 7,000 7,000 1,000
鹿児島県立甲南高校 - 東天紅上野本店 9,000 8,000 0

熊本県立熊本高校 700
（家族同伴可） ホテルグランドパレス 10,000 9,000 0

熊本県立済々黌高校 1,000
（家族同伴可） TKPガーデンシティ品川 11,000 10,000 0

福岡県立修猷館高校 600 ホテルオークラ東京別館アスコットホール 8,000 8,000 3,000
福岡県立小倉高校 327 東京プリンスホテル『鳳凰の間』 8,000 8,000 2,000
福井県立藤島高校 233 東海大学校友会館（霞が関ビル） 5,000 5,000 2,000
大阪府立北野高校 220 学士会館 5,400 5,400 1,100

愛知県立旭丘高校 550 ホテルニューオータニ　鳳凰の間
（総会は３年ごと） 10,000 10,000 2,000

東京都立日比谷高校 - 星陵会館（母校敷地内） 1,000 1,000 2,000

東京地区同窓会「総会・懇親会」他高校の状況

高校名 2015年
推定参加人数 2015年会場

2015年総会･懇親会費
（中心年齢層） 年会費

表１

年会費の複数年払いは 2014年に終了しております。
入金済みの方は同封の払込取扱票に入金済みであることを印字でお知らせしておりますので、ご確認をお願いいたします。

※各高校同窓会ホームページ等掲載情報に基づく。



東京鶴丸会の持続的な活動のために
（寄付のお願い）

東京鶴丸会は今年、第 50 回の総会を迎えます。これもひとえに、先輩諸氏のたゆまぬ努力の賜
物であり、改めて感謝申し上げる次第です。
この活動を次世代に向けて発展させていくため、東京鶴丸会の安定的な維持運営の一助になる

ように寄付の受入を長期にわたって行うことを理事会で決議いたしました。現在、登録会員数は約
6,500 名を超え、会員のみなさまからの年会費によって、在学生と大学生の後輩たちの進路学習教
育の一環となる「GO鶴セミナー」「鶴ナビ」の開催、会報「はろばろと」の発行、総会案内の告知
やホームページの更新といった本部運営全てを行っております。
少子化が進み、会員数が伸び悩む中、東京鶴丸会を将来にわたって維持・発展させていくために

も東京鶴丸会の全ての会員のみなさまに寄付をお願いする次第です。
みなさまからのご厚意は、世代を超えて東京鶴丸会が発展して欲しいという思いを実現させるべ

く本部会計において活用させていただく所存です。
また、貴重なご寄付がどのように活用されたか、東京鶴丸会の維持発展にどう役立っているのか、

会報を通じて随時ご報告して参ります。
みなさまのご協力をよろしくお願いいたします。

東京鶴丸会会長　榎田 卓央（32回卒）
《寄付の受付について》

振込先：ゆうちょ銀行 ／ 〇二八 店（ゼロニハチ店）～店番：028～
預金種目：普通  ／ 口座番号：3597497
口座名義人：榎田 卓央（エノキダ タカヒロ）

個人での振込の際には「卒回と氏名」を、有志・団体での振込の際には「代表者の卒
回と氏名」をご記載・ご入力ください。

〈記載･入力例〉35ツルマル タロウ
なお、ご入金に際しては、下記宛先までメールで、あるいは東京鶴丸会事務局（本紙 1ペー

ジ上部に記載）まで郵便か電話でお知らせください。
なお、ご寄付いただいたみなさまをWEBサイト等で公表したいと考えております。公
表を希望されない方は、その旨あわせてお知らせください。
本件に関するご質問、ご意見等は、下記の宛先にメールにてお願いいたします。

donation868610@gmail.com

「
第
49
回　

東
京
鶴
丸
会　

総
会
・
懇
親

会
」
は
、「
時
か
け
る
鶴　

は
ろ
ば
ろ
と 

結

廻
る 

夏
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
ロ
ゴ
デ

ザ
イ
ン
で
表
現
し
た
「
結
び
合
っ
て
い
る
鶴

が
、
卒
業
と
同
時
に
大
空
に
羽
ば
た
き
、
夏

に
再
び
同
じ
場
所
に
戻
り
、
再
会
の
喜
び
と

同
時
に
再
び
一
人
一
人
手
を
取
り
合
い
な
が

ら
語
り
、
唄
い
、
舞
い
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

大
空
に
高
く
羽
ば
た
い
て
い
く
」
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
こ
れ
ま
で
先

輩
方
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
す
ば
ら
し
い

伝
統
を
守
り
、
今
後
に
向
け
て
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
強
い
意
志
の
も

と
、
鋭
意
準
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
１
５
年
６
月
６
日
、
前
回
の
総
会

で
好
評
だ
っ
た
参
加
者
全
員
が
着
席
で
き
る

会
場
「
シ
ナ
ガ
ワ 
グ
ー
ス
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
品
川
」
に
お
い
て
開
催
し
、
み
な
さ

ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
も
と
、
多
く
の
同

窓
生
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
み
な
さ
ま
が
お
互
い
に
学
生
時

代
等
を
語
り
合
う
一
助
に
な
る
よ
う
、「
現

在
の
鶴
丸
高
校
や
鹿
児
島
の
様
子
を
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー

ビ
ー
」「
大
胆
に
編
曲
し
た
校
歌
等
の
ピ
ア

ノ
演
奏
」「
制
服
や
教
科
書
等
を
展
示
し
た

鶴
丸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」「
母
校
の
一
コ
マ
に

関
す
る
鶴
丸
川
柳
」「
同
窓
会
の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
鶴
丸
リ
カ
ち
ゃ
ん
」「
鹿
児
島
の
飲
食

物
」
な
ど
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
先
輩
方
か
ら
頂
戴
し
た
「
幹
事
学
年
を

楽
し
ん
で
！
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
ふ
ま

え
、「
30
年
ぶ
り
の
文
化
祭
」「
大
人
の
ド
リ
ー

ム
」
の
つ
も
り
で
企
画
し
ま
し
た
が
、
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
懇
親
会
終
了
後
に
会

場
出
口
で
「
良
か
っ
た
よ
！
」「
楽
し
か
っ

た
！
」
と
い
う
労
い
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
、「
一
年
間
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ

た
な
ぁ
〜
」
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
前
回

の
「
創
立
120
周
年
」
と
次
回
の
「
記
念
す
べ

き
第
50
回
」
の
重
要
な
繋
ぎ
目
と
し
て
の
役

割
を
少
し
果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

ホ
ッ
と
い
た
し
ま
し
た
。

幹
事
を
引
き
受
け
て
か
ら
の
一
年
間
の
活

動
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や

学
校
関
係
者
等
の
力
強
い
ご
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
な
ん
と
か
幹
事
を
全
う
で
き
た

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
前
回

幹
事
の
35
回
卒
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
す
ば
ら
し
い
同
窓
生
に
恵
ま
れ
た

こ
と
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
。「
き
め

こ
ま
か
い
お
も
て
な
し
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
た

名
簿
班
」「
案
内
状
作
成
に
情
熱
を
注
い
だ

広
報
班
」「
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
効
果
あ
る

形
に
し
て
く
れ
た
企
画
班
」「
運
営
し
や
す

い
よ
う
調
整
い
た
だ
い
た
会
場
班
」「
厳
し

い
財
政
状
況
の
な
か
適
切
に
収
支
管
理
し
た

経
理
班
」「
全
体
の
活
動
の
裏
方
と
し
て
支

え
て
く
れ
た
事
務
局
」「
鹿
児
島
な
ど
遠
方

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
」
な
ど
…
。
み
ん
な
「
鶴

丸
ビ
ン
タ
」
だ
か
ら
、
多
く
の
難
局
を
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
こ
れ
だ
け
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
鶴
丸
の
卒
業
生
で
本
当
に
よ
か
っ
た
！
」

第
49
回
総
会
・
懇
親
会
の
お
礼
と
ご
報
告

〜
鶴
丸
の
卒
業
生
で
本
当
に
よ
か
っ
た
！
〜

第
49
回

　
東
京
鶴
丸
会

　
総
会
・
懇
親
会

　
準
備
委
員
長
　

下
福

　
聡
（
36
回
卒
）

第49回 東京鶴丸会会計報告 2014（平成26）年8月1日～2015（平成27）年7月31日

摘要 金額（円） 摘要 金額（円）

前年度繰越 4,004,588  

第49回総会案内印刷費 489,161     年会費 1,195,000  
　　 〃　　通信費 336,731     受取利息 366           
　　 〃　　世話人会関連費 126,990     寄付金 1,055,000  
　　 〃　　振込手数料他 122,446     
「はろばろと」印刷費 44,100       
ご祝儀（渋谷おはら祭） 40,000       
鹿児島総会 155,500     
ホームページ作成・運営費 120,085     
理事会運営費 83,205       
鶴ナビ運営費 37,260       
通信費・振込手数料他 7,128         

計 1,562,606  計 6,254,954  
本部会計収支差額　① 4,692,348  

第49回総会会場費 3,299,387  第49回総会会費 3,589,000  
　　 〃　　運営費 350,208     　　 〃　　祝金・寄付金 300,000     
　　 〃　　プログラム･企画制作費 304,218     　　 〃　　広告収入 525,000     
　　 〃　　幹事会等諸費 290,986     　　 〃　　受取利息 151           
　　 〃　　新卒生親睦会費 88,738       　　 〃　　企画販売収入 258,500     

計 4,333,537  計 4,672,651  
幹事学年会計収支差額　② 339,114     
次年度繰越　（①＋②） 5,031,462  

支出 収入

本部会計（会報・同窓会総会案内・本部活動に関するもの）

幹事学年会計（同窓会総会に関するもの）

に
再
び
同
じ
場
所
に
戻
り
、
再
会
の
喜
び


